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 （趣旨） 

第１条 この内規は、東京大学運営方針会議規則（令和６年９月２６日東大規則第３７号。

以下「規則」という。）第９条の規定に基づき、運営方針会議の議事の手続その他必要な

事項について定める。 

 （議事） 

第２条 運営方針会議は、運営方針委員及び総長の総数の３分の２が出席しなければ、会議

を開き、議決することができない。 

２ 運営方針会議の議事は、出席者の過半数で決する。 

３ 前項の規定にかかわらず、運営方針会議が規則第５条第３項に規定する総長選考・監察

会議への報告を行う場合及びこの内規の第７条に規定する改廃について議決する場合に

は、出席者の３分の２以上の多数により決定しなければならない。 

４ 運営方針委員の出席及び議決に関しては、委任の方法を用いることはできない。 

５ 規則第５条第３項に規定する総長選考・監察会議への報告及び同条第４項に規定する

総長選考・監察会議への意見の申出については、総長は、その議事に加わることができな

い。 

６ 規則第５条第１項に規定する運営方針事項及び同条第５項に規定する国際卓越研究大

学研究等体制強化計画の作成又は変更に関する事項の議案の提出は、総長が行う。 

 （議長） 

第３条 議長の任期は１年とし、再任を妨げない。ただし、引き続き３年を超えて在任する

ことはできない。 

２ 議長が任期の途中で欠けた場合における後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

 （副議長） 

第４条 運営方針会議に、副議長を置く。 

２ 副議長は、運営方針委員のうちから議長が指名する。 

３ 副議長は、議長を補佐し、議長に事故があるときは、その職務を代行する。 

（監事の陪席） 

第５条 運営方針会議の議事は、原則として、監事を陪席させて行う。 

（透明性の確保） 

第６条 運営方針会議は、議事手続の透明性の確保を図り、議事の記録及び配付資料は、原



則として公開する。 

 （内規の改廃） 

第７条 この内規の改廃は、議長が運営方針会議に諮って、これを行う。 

 

   附 則 

１ この内規は、令和７年１月３０日から施行する。 

２ 第３条の規定にかかわらず、この内規の施行後最初に議長となる者の任期は、令和８年

３月３１日までとする。 
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